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昨
年
二
〇
二
一
年
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
没
後
二
百
周
年
で
あ
っ
た
が
、
折

よ
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
地
方
統
治
を
分
析
し
た
浩
瀚
な
研
究
書
が
出

版
さ
れ
た
。
分
析
対
象
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
国
境
に
位
置
し
、
南
半
分

を
山
脈
に
覆
わ
れ
た
経
済
的
後
進
地
域
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
で
あ

る
。
著
者
の
藤
原
翔
太
は
同
県
を
中
心
と
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
統
治
期
の

地
方
行
政
を
一
途
に
研
究
し
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
に
ト
ゥ
ル
ー
ズ
・

ジ
ャ
ン
・
ジ
ョ
レ
ス
大
学
（
ト
ゥ
ル
ー
ズ
第
二
大
学
）
か
ら
博
士
号
を

授
与
さ
れ
た
。
本
書
は
学
位
論
文
を
大
幅
に
書
き
改
め
た
も
の
だ
と
い

う
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
主
要
雑
誌
に
て
数
々
の
研
究
成

果
を
発
表
し
て
き
た
藤
原
の
活
躍
は
、
す
で
に
多
く
の
人
が
知
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
本
書
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

り
、
藤
原
初
の
単
著
と
な
っ
て
い
る
。
索
引
ま
で
含
め
れ
ば
、
約
四
百

頁
に
も
及
ぶ
労
作
で
あ
る
。

　

従
来
、
特
に
日
本
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
歴
史
書
は
、
ナ
ポ
レ

藤
原
翔
太
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の�

国
家
と
社
会�

―
辺
境
か
ら
の
ま
な
ざ
し
』

楠
　
　
田
　
　
悠
　
　
貴

＝ 
書
評 

＝

オ
ン
個
人
の
生
涯
に
沿
っ
て
書
か
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
り
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
が
す
べ
て
の
政
治
的
裁
量
を
握
っ
て
い
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
も
た

ら
し
て
き
た
。
ま
た
、
世
界
中
で
未
だ
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
功
罪
や
遺
産

を
め
ぐ
る
議
論
が
絶
え
な
い
。
本
書
は
、
そ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
主
役
で

は
な
い
、
も
っ
と
言
え
ば
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
ナ
ポ

レ
オ
ン
時
代
の
歴
史
書
で
あ
る
。
と
り
わ
け
日
本
に
お
い
て
画
期
的
な

著
作
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
を
中
心
に
研
究
し
て
き
た

日
本
人
研
究
者
は
若
干
名
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研

究
者
」
の
人
数
と
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
ま
た
久
し
ぶ
り
の
ナ

ポ
レ
オ
ン
時
代
の
専
門
家
で
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
で
学
位
を
取

得
し
た
初
の
専
門
家
で
も
あ
る
。
本
書
で
は
、
大
量
の
手
稿
文
書
を
博

捜
し
た
う
え
で
緻
密
な
分
析
が
な
さ
れ
て
お
り
、
長
期
留
学
の
成
果
が

遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
時
代
の
実

証
研
究
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。
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第
一
節  

憲
兵
隊
の
創
設
と
展
開

　
　
　

第
二
節  

憲
兵
隊
の
活
動
と
民
衆
の
秩
序
観 

　
　
　

第
三
節 「
叛
乱
」
と
農
村
社
会 

　

第
六
章　

国
境
と
辺
境

　
　
　

第
一
節  

国
民
国
家
の
な
か
の
ピ
レ
ネ
ー
地
方

　
　
　

第
二
節  

パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
の
運
用

　
　
　

第
三
節  

防
疫
線
の
設
置

　
　
　

第
四
節  

ス
ペ
イ
ン
国
境
地
帯
の
軍
事
活
動 

結　

論 

引
用
資
料
・
文
献

索　

引

　

序
論
で
は
、
研
究
史
が
丁
寧
に
整
理
さ
れ
た
後
、
本
書
の
目
的
が
示

さ
れ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
一
八
〇
〇
年
二
月
十
七
日
の
雨
月
（
プ
リ
ュ

ヴ
ィ
オ
ー
ズ
）
二
八
日
法
に
よ
っ
て
、
県
（départem

ent

）、
郡

（arrondissem
ent

）、
小
郡
（canton

）、
市
町
村
（com

m
une

）
の

地
方
行
政
の
枠
組
み
を
制
定
し
、画
一
的
行
政
シ
ス
テ
ム
を
樹
立
し
た
。

と
り
わ
け
県
知
事
な
ど
勅
任
官
を
全
国
各
地
に
配
置
す
る
と
い
う
制
度

的
観
点
か
ら
中
央
集
権
的
性
格
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
三
十
年

間
で
こ
の
神
話
の
解
体
が
進
ん
で
い
る
。
ジ
ャ
ン
・
テ
ュ
ラ
ー
ル
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
中
央
政
府
の
意
思
が
地
方
の
民
衆
に
そ
れ

ほ
ど
直
接
届
き
得
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
何
よ
り
近
年
の
地
方
行
政
史

の
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
、
中
央
政
府
の
意
思

と
は
相
容
れ
な
い
地
方
独
自
の
論
理
や
行
動
様
式
が
存
在
し
、
県
知
事

　

さ
て
、
本
書
の
構
成
を
示
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
。
目
次
は
次
の

通
り
、
二
部
構
成
で
そ
れ
ぞ
れ
三
章
か
ら
な
る
。

序
論

第
一
部

　

第
一
章　

県
知
事
行
政
と
名
望
家
社
会

　
　
　

第
一
節  

県
上
級
公
務
員
の
任
命
と
経
歴

　
　
　

第
二
節  

県
上
級
公
務
員
と
地
方
名
望
家

　
　
　

第
三
節  

市
町
村
長
の
任
命
と
経
歴

　

第
二
章　

県
会
と
地
域
代
表
性

　
　
　

第
一
節  

県
会
の
設
立

　
　
　

第
二
節  

県
会
議
員
の
経
歴

　
　
　

第
三
節  

県
会
の
運
営

　
　
　

第
四
節  

県
会
の
討
議

　

第
三
章　

市
町
村
会
と
地
方
自
治 

　
　
　

第
一
節  

市
町
村
会
の
再
編

　
　
　

第
二
節  

タ
ル
ブ
市
会
の
名
望
家
政
治

　
　
　

第
三
節  

村
行
政
当
局
の
活
動

第
二
部

　

第
四
章　

徴
兵
と
徴
兵
不
服
従

　
　
　

第
一
節  

徴
兵
不
服
従
と
農
村
社
会

　
　
　

第
二
節  

村
人
と
軍
隊

　
　
　

第
三
節  

県
知
事
行
政
と
徴
兵
問
題

　

第
五
章　

秩
序
と
無
秩
序
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会
員
と
い
う
名
望
家
の
序
列
が
見
て
と
れ
る
が
、
特
に
重
要
な
の
は
出

身
地
で
あ
る
。
新
設
さ
れ
た
県
上
級
公
務
員
の
多
く
が
県
内
に
根
を
降

ろ
し
た
名
望
家
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
県
知
事
は
も
っ
ぱ
ら
他
県
出

身
だ
っ
た
。
中
央
政
府
が
、
県
内
の
利
害
に
呑
み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

意
図
的
に
他
県
出
身
者
を
任
命
し
て
い
た
の
で
あ
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

県
知
事
が
地
方
名
望
家
に
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
円
滑
な
地
方
統
治
の

た
め
に
在
地
の
名
望
家
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
素
地
が
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。
県
外
出
身
の
知
事
は
、
県
内
の
主
要
行
政
官
や
農
業
政
策
を

主
導
す
る
県
会
議
員
が
多
く
所
属
す
る
県
農
業
文
芸
協
会
な
ど
を
通
し

て
名
望
家
と
の
関
係
を
構
築
し
て
い
っ
た
。
中
央
政
府
の
命
令
に
基
づ

く
県
統
計
年
鑑
作
成
の
事
例
か
ら
は
、
県
出
身
者
で
あ
る
事
務
総
長
を

は
じ
め
、
各
地
の
名
望
家
に
頼
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
続
い
て
、
最

小
行
政
単
位
で
あ
る
市
町
村
の
首
長
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
詳
細
な
分

析
が
な
さ
れ
る
。
年
収
の
観
点
か
ら
人
口
五
千
人
以
上
の
都
市
で
あ
る

タ
ル
ブ
市
と
バ
ニ
ェ
ー
ル
市
の
市
長
、
な
ら
び
に
小
郡
庁
所
在
地
の
市

町
村
長
は
、
お
お
よ
そ
知
事
室
事
務
総
長
や
郡
長
に
匹
敵
す
る
中
名
望

家
（
県
名
望
家
）
だ
っ
た
と
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
一
般
コ

ミ
ュ
ー
ン
の
市
町
村
長
に
は
農
民
が
多
く
、
小
名
望
家
（
コ
ミ
ュ
ー
ン

名
望
家
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
八
〇
八
年
、
一
八
一
三
年
に
大
規
模

な
市
町
村
長
の
入
れ
替
え
が
あ
っ
た
も
の
の
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県

は
他
県
と
異
な
り
、
大
土
地
所
有
者
を
約
五
百
も
の
市
町
村
す
べ
て
に

配
置
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
っ
た
た
め
、
帝
政
末
期
に
な
っ
て
も
農
村

部
の
村
長
は
お
お
よ
そ
農
村
共
同
体
の
秩
序
の
中
に
生
き
る
人
物
の
ま

ま
だ
っ
た
。

は
円
滑
な
地
方
統
治
を
行
う
に
あ
た
っ
て
在
地
の
名
望
家
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
な
か
で
も
著
者
が
重
視
す
る
の
は
マ
リ=

セ
シ
ル
・

ト
ラ
ル
の
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
は
中
央
集
権
体

制
で
あ
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
失
脚
後
に
名
望
家
体
制
が
到
来
し
た
と
理
解

さ
れ
て
き
た
が
、
ト
ラ
ル
は
イ
ゼ
ー
ル
県
を
分
析
す
る
な
か
で
こ
の
図

式
的
理
解
を
批
判
し
、
む
し
ろ
名
望
家
体
制
の
起
源
と
し
て
ナ
ポ
レ
オ

ン
体
制
を
提
示
し
た
。
本
書
は
こ
の
ト
ラ
ル
が
提
示
す
る
大
枠
に
沿
っ

て
、
①
中
央
権
力
（
国
家
）
／
②
地
方
権
力
（
県
、
郡
、
小
郡
、
市
町

村
）
／
③
民
衆
の
三
層
構
造
の
も
と
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の
地
方

統
治
の
分
析
を
試
み
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
同
県
の
研
究
は
ジ
ャ
ン

=

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ス
ー
レ
の
県
知
事
行
政
し
か
な
く
、
名
望
家
や
民
衆

が
実
際
ど
の
よ
う
に
政
治
行
政
に
関
与
し
た
の
か
、
ま
た
各
地
方
行
政

階
層
の
諸
機
関
が
ど
う
い
う
関
係
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
未
だ
解

明
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書
で
は
こ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
十
九

世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
を
特
徴
づ
け
る
地
方
統
治
体
制
が
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
時
代
の
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
に
お
い
て
如
何
に
形
成
さ
れ
、
機
能

し
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
ひ
い
て
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
を
『
歴
史
』
の

な
か
に
位
置
づ
け
直
す
こ
と
」（
十
七
頁
）
が
目
指
さ
れ
る
。

　

第
一
部
で
は
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
行
政
を
担
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

役
職
者
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
ま
ず
県
行
政
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
る
上
級
公
務
員

（
県
知
事
、
知
事
室
事
務
総
長
、
県
参
事
会
員
、
郡
長
）
の
職
務
、
出
身
、

経
歴
、
年
齢
、
収
入
、
財
産
が
徹
底
的
に
分
析
さ
れ
る
。
財
産
水
準
か

ら
、
県
知
事
を
筆
頭
に
、
知
事
室
事
務
総
長
と
郡
長
、
次
い
で
県
参
事



38

フ
ォ
ン
ド
ヴ
ィ
ル
と
そ
の
周
り
に
集
う
名
望
家
た
ち
が
、
シ
ャ
ザ
ル
知

事
と
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
で
県
行
政
の
主
翼
を
担
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
で
は
、
県
会
の
関
心
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
議
事
録

に
記
載
さ
れ
た
「
県
の
状
態
と
必
要
に
関
す
る
意
見
」
を
分
析
す
る
と
、

帝
政
後
期
に
か
け
て
大
土
地
所
有
者
の
主
要
関
心
事
で
あ
る
農
業
、
公

共
秩
序
、
公
共
事
業
に
収
斂
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
県

や
地
方
の
利
益
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
著
者

は
こ
う
し
た
点
に
も
名
望
家
体
制
の
萌
芽
を
見
出
し
て
い
る
。

　

第
三
章
は
、
最
小
の
行
政
区
画
で
あ
る
市
町
村
の
議
会
、
市
町
村
会

を
扱
う
。
ま
ず
市
町
村
会
の
再
編
の
歴
史
を
辿
っ
た
の
ち
、
第
一
に
人

口
五
千
人
を
超
す
都
市
と
し
て
タ
ル
ブ
市
会
を
取
り
上
げ
、
市
会
議
員

の
年
齢
、
年
収
、
財
産
、
職
歴
、
市
会
の
会
議
日
数
、
平
均
出
席
者
数
、

主
要
議
題
な
ど
が
分
析
さ
れ
る
。
市
会
議
員
は
県
会
議
員
よ
り
も
一
段

低
い
名
望
家
だ
っ
た
が
、
後
年
に
な
る
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
行
政
官
職

に
就
い
て
い
な
か
っ
た
者
、
富
裕
な
土
地
所
有
者
が
任
命
さ
れ
て
い
く

と
い
う
、
県
会
と
似
た
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
第
二
に
、
残
さ
れ
た
可
能

な
限
り
の
史
料
を
用
い
て
、
農
村
部
の
村
会
に
つ
い
て
も
同
様
の
分
析

が
な
さ
れ
る
。
村
会
議
員
に
は
農
民
が
多
く
い
た
こ
と
、
一
八
〇
六
年

を
境
に
し
て
活
動
の
停
滞
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
主
要
な
討
議
内
容
は
農

業
だ
っ
た
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
。
ま
た
小
郡
庁
所
在
地
の
村
が
、
市

町
村
長
の
も
と
で
小
郡
内
の
公
共
秩
序
を
保
障
し
、
ま
た
軍
事
拠
点
と

し
て
機
能
す
る
な
ど
、
小
郡
域
内
の
指
導
的
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た

と
い
う
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
れ
ま
で
分
析
し
て

き
た
県
会
、
市
会
、
村
会
の
動
向
を
俯
瞰
的
に
見
て
み
る
と
、
程
度
の

　

第
二
章
の
主
題
は
県
会
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
県
会
は
中
央
政
府
に

任
命
さ
れ
た
県
知
事
と
の
対
立
の
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
両

者
の
協
力
的
側
面
を
指
摘
す
る
研
究
も
現
れ
て
お
り
、
名
望
家
が
集
う

県
会
と
県
知
事
の
諸
関
係
が
本
章
の
焦
点
と
な
る
。
ま
ず
、
県
会
の
概

要
と
県
会
議
員
の
選
任
方
法
、
選
任
過
程
が
説
明
さ
れ
た
後
、
県
会
議

員
の
年
齢
、
年
収
、
財
産
、
職
業
経
歴
、
政
治
的
傾
向
、
在
任
機
関
、

出
身
地
・
居
住
地
な
ど
が
隈
な
く
分
析
さ
れ
る
。
県
会
議
員
の
中
に
は

旧
王
党
派
、
旧
山
岳
派
な
ど
が
混
在
し
、
か
つ
て
の
政
治
的
立
場
に
関

係
な
く
県
内
の
富
裕
層
か
ら
選
ば
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
革
命
期
に
行

政
・
司
法
官
職
を
経
験
し
た
よ
う
な
法
曹
が
中
心
だ
っ
た
が
、
特
に

一
八
〇
六
年
以
降
、
か
つ
て
貴
族
だ
っ
た
大
土
地
所
有
者
が
選
任
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
郡
会
議
員
に
つ
い
て
も
類
似
の

傾
向
が
見
出
せ
る
点
で
あ
る
。
郡
会
議
員
は
県
会
議
員
よ
り
一
段
低
い

名
望
家
だ
っ
た
が
、
一
八
一
一
年
の
改
選
で
旧
体
制
期
・
革
命
期
の
行

政
経
験
者
が
減
少
し
、
大
土
地
所
有
者
が
多
く
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
帝

政
後
期
の
県
会
は
、
大
土
地
所
有
者
の
増
加
の
ほ
か
に
会
議
日
数
の
激

減
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
で
は
出
席
者
数
や
議
題

の
項
目
数
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
政
治
へ
の
関
心
が
失

わ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
む
し
ろ
、
著
者
は
こ
の
時
期
に
十
九
世
紀
前

半
の
フ
ラ
ン
ス
を
特
色
づ
け
る
名
望
家
体
制
の
素
地
が
形
成
さ
れ
た
と

考
え
る
。
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
で
は
、
革
命
期
に
国
民
公
会
議
員
バ

レ
ー
ル
の
一
族
が
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
が
、
帝
政
期
に
は
こ
れ
に
不

満
を
抱
く
名
望
家
た
ち
が
親
族
関
係
を
結
ん
で
い
き
、
フ
ォ
ン
ド
ヴ
ィ

ル
の
周
り
に
結
集
し
た
。
九
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
議
長
を
務
め
た
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び
徴
兵
忌
避
の
問
題
を
扱
う
。
旧
体
制
期
に
国
境
防
衛
を
担
う
代
わ
り

に
国
王
民
兵
の
召
集
を
免
れ
て
い
た
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
で
は
、

一
七
九
八
年
の
体
系
的
徴
兵
召
集
が
強
い
反
発
を
招
い
た
。
と
り
わ
け

山
麓
・
山
岳
地
帯
に
居
住
す
る
農
民
た
ち
は
逃
走
、
出
生
証
明
書
の
改

竄
・
破
棄
に
よ
る
徴
兵
適
格
者
調
査
の
回
避
、
妻
帯
、
自
傷
行
為
な
ど
、

合
法
・
非
合
法
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
兵
役
か
ら
逃
れ
よ

う
と
し
た
。
徴
集
兵
の
書
簡
か
ら
は
彼
ら
の
愛
国
心
の
希
薄
さ
が
読
み

取
れ
る
が
、
同
時
に
故
郷
の
重
要
性
も
読
み
取
れ
る
。
軍
隊
仲
間
と
し

て
言
及
さ
れ
る
多
く
の
者
が
同
郷
者
で
あ
り
、
彼
ら
が
協
力
し
て
故
郷

の
家
族
と
連
絡
を
取
り
合
っ
た
の
で
あ
る
。
統
領
政
府
期
に
徴
兵
を

担
っ
た
の
は
市
町
村
長
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
証
明
書
を
偽
造
し
、
名

家
の
息
子
た
ち
を
避
け
つ
つ
素
行
の
悪
さ
な
ど
で
共
同
体
か
ら
不
適
当

と
さ
れ
る
人
物
を
指
名
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
共
同
体
内
部

の
論
理
に
配
慮
す
る
市
町
村
長
の
評
価
は
す
こ
ぶ
る
悪
く
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
は
共
和
暦
十
三
―
十
四
年
に
徴
兵
制
の
監
督
権
限
を
県
知
事
と
郡
長

に
移
管
し
、
徴
集
兵
が
各
小
郡
に
割
り
当
て
ら
れ
、
徴
兵
適
齢
者
の
検

査
と
く
じ
引
き
が
郡
庁
所
在
地
に
お
い
て
郡
長
の
監
督
下
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
し
た
。
こ
の
徴
兵
制
の
中
央
集
権
化
に
よ
っ
て
、
農
村
部
の
小

名
望
家
の
役
割
が
減
退
し
、
県
知
事
は
小
郡
で
影
響
力
を
持
つ
名
望
家

た
ち
を
頼
る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
知
事
は
徴
兵
不
服
従
に
対
し
て
、
駐

留
部
隊
の
派
遣
と
罰
金
徴
収
と
い
う
強
硬
政
策
で
対
処
し
た
が
、
次
第

に
教
会
や
名
望
家
に
よ
る
民
衆
の
教
化
な
ど
柔
軟
政
策
を
織
り
交
ぜ
て

い
っ
た
。

　

第
五
章
の
主
題
は
治
安
維
持
で
あ
る
。
三
人
以
上
が
集
ま
り
公
権
力

差
こ
そ
あ
れ
、
ど
れ
も
一
八
〇
六
年
頃
に
活
動
を
停
滞
さ
せ
て
お
り
、

他
県
の
事
例
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
こ
れ
は
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
に

と
ど
ま
ら
な
い
全
国
的
な
動
向
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
フ
ァ

ビ
ア
ン
・
ム
ナ
ン
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
中
央
議
会
の
立
法
院
で
も
、
県

会
と
似
通
っ
た
次
の
よ
う
な
動
向
が
見
ら
れ
た
。
第
一
に
議
員
構
成
に

つ
い
て
、
一
八
〇
〇
年
の
時
点
で
公
職
経
験
者
や
法
曹
が
過
半
数
を
占

め
た
が
、
一
八
〇
六
年
の
改
選
で
「
土
地
所
有
者
」
と
呼
ば
れ
る
人
々

が
選
ば
れ
て
お
り
、
帝
政
後
期
に
旧
貴
族
層
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
で
ま

す
ま
す
こ
の
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
ま
た
地
方
の
県
会
議
員
、
郡
会
議
員

ら
が
選
出
さ
れ
、
地
方
の
代
表
者
と
し
て
の
性
格
が
強
ま
っ
た
。
第
二

に
、
立
法
院
も
会
議
日
数
が
激
減
し
て
お
り
、
議
題
は
ま
す
ま
す
財
政

と
地
方
利
益
に
関
わ
る
も
の
へ
と
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
高
等
警
察
、
外
交
、
徴
兵
に
関
す
る
主
要
な
権
限

を
独
占
す
る
よ
う
な
っ
て
い
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
著
者
は
ナ
ポ

レ
オ
ン
統
治
期
に
は
、
一
般
利
益
は
県
知
事
、
郡
長
、
小
郡
庁
所
在
地

の
市
町
村
長
が
担
い
、
県
会
や
立
法
院
な
ど
の
議
会
が
地
方
利
益
に
関

わ
る
問
題
を
担
う
と
い
う
役
割
分
担
が
図
ら
れ
た
と
結
論
づ
け
る
。

　

第
二
部
は
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
に
お
け
る
徴
兵
の
問
題
、
治
安

維
持
の
問
題
、
国
境
管
理
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
な
問
題
に

即
し
た
地
方
の
対
応
を
見
る
こ
と
で
、
地
方
統
治
の
実
態
が
動
的
に
捉

え
ら
れ
る
。
幅
広
い
史
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
な
が
ら
、
ま
た
各
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
の
蓄
積
を
利
用
し
な
が
ら
論
が
進
め
ら
れ

る
。
第
一
部
で
不
在
だ
っ
た
民
衆
が
登
場
す
る
の
も
、第
二
部
で
あ
る
。

　

第
四
章
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
の
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
徴
兵
お
よ



40

体
か
ら
排
除
さ
れ
る
人
々
が
集
う
「
無
秩
序
」
な
地
域
と
見
な
し
、
国

境
を
越
え
る
人
々
の
制
限
と
管
理
を
試
み
た
。
住
民
た
ち
は
国
境
を
跨

い
だ
経
済
活
動
で
生
計
を
立
て
て
い
た
た
め
、「
密
輸
」
が
横
行
し
、

税
関
吏
に
社
会
的
制
裁
を
加
え
る
な
ど
反
発
は
必
至
だ
っ
た
。
中
央
政

府
は
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
を
厳
格
に
運
用
し
て
外
国
人
を
監
視
し
よ
う
と

し
た
が
、
県
知
事
や
郡
長
は
地
方
の
実
情
に
即
し
て
柔
軟
に
運
用
し
た

ほ
か
、
ピ
レ
ネ
ー
地
方
で
は
依
然
と
し
て
「
面
識
」
に
基
づ
く
恣
意
的

な
判
断
が
重
き
を
な
し
た
。
防
疫
線
の
設
置
に
つ
い
て
も
中
央
政
府
が

主
導
権
を
握
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
地
方
行
政
当
局

と
の
乖
離
が
見
ら
れ
た
。
中
央
政
府
の
命
令
は
あ
く
ま
で
指
針
と
し
て

解
釈
さ
れ
、
県
知
事
は
国
境
地
帯
の
郡
長
や
市
町
村
長
、
あ
る
い
は
隣

県
の
知
事
と
の
情
報
網
を
駆
使
し
て
現
場
に
即
し
た
対
応
を
と
っ
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
戦
争
期
に
は
ス
ペ
イ
ン
へ
の
穀
物
輸
出
が

全
面
的
に
禁
止
さ
れ
た
が
、
県
知
事
は
中
央
政
府
に
輸
出
再
開
を
要
求

し
つ
つ
、
軍
隊
や
税
関
吏
の
駐
留
部
隊
へ
の
穀
物
輸
出
を
黙
認
す
る
な

ど
、
主
体
的
な
判
断
に
基
づ
く
行
動
も
見
ら
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
は
中
央
政
府
か
ら
地
方
行
政
当
局
へ
の
上
意
下
達
を

完
成
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
現
実
に
は
、
地
方
社
会
の
独
自
の
事

情
ゆ
え
に
、
も
っ
と
複
合
的
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

結
論
で
は
、
本
書
全
体
を
ま
と
め
な
が
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
に
お

け
る
県
名
望
家
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
統
治
期
に

は
民
衆
と
名
望
家
と
い
う
二
分
法
に
基
づ
く
認
識
が
な
さ
れ
て
お
り
、

名
望
家
に
は
地
方
独
自
の
論
理
な
ど
の
た
め
公
権
力
に
従
わ
な
い
「
未

開
」
の
民
衆
を
文
明
化
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
た
。
当
初
、
民
衆
に
最

に
向
か
っ
て
暴
力
を
行
使
す
る
「
叛
乱
」
に
、
県
行
政
当
局
が
ど
の
よ

う
に
対
処
し
た
の
か
を
見
て
い
く
が
、
中
心
的
考
察
対
象
と
な
る
の
は

憲
兵
隊
で
あ
る
。
憲
兵
隊
は
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
マ
レ
シ
ョ

セ
を
前
身
と
し
て
誕
生
し
た
警
察
組
織
だ
が
、
革
命
以
降
地
方
共
同
体

内
部
の
法
執
行
を
担
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
は
匪
賊
行
為
や
社
会
的

無
秩
序
に
対
処
す
べ
く
全
国
に
憲
兵
隊
の
組
織
網
を
張
り
巡
ら
し
、
と

り
わ
け
徴
兵
不
服
従
を
取
り
締
ま
っ
た
が
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
で

は
十
分
に
整
備
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
県
で
は
政
治
的
性
質
を
持
っ
た
匪

賊
行
為
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
強
盗
や
殺
人
な
ど
の
伝
統

的
な
犯
罪
ば
か
り
が
発
生
し
て
い
た
も
の
の
、
県
行
政
当
局
は
公
権
力

に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
と
い
う
性
格
を
持
つ
群
衆
や
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ

を
警
戒
し
て
い
た
。
一
八
〇
四
年
以
降
、
中
央
政
府
の
徴
兵
不
服
従
鎮

圧
の
動
き
と
連
動
す
る
よ
う
に
憲
兵
隊
に
対
す
る
民
衆
の
叛
乱
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
憲
兵
隊
は
「
よ
そ
者
」
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
農

村
が
伝
統
的
秩
序
を
守
る
べ
く
外
部
の
干
渉
を
嫌
っ
た
の
だ
が
、
県
行

政
当
局
は
こ
う
し
た
伝
統
的
な
農
村
共
同
体
の
秩
序
を「
野
蛮
な
習
俗
」

「
未
開
性
」と
捉
え
て
そ
こ
に
秩
序
を
も
た
ら
そ
う
と
し
た
。
だ
が
オ
ー

ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
で
は
憲
兵
隊
と
市
町
村
長
の
協
力
関
係
が
あ
ま
り
う

ま
く
築
か
れ
ず
、
農
村
部
に
お
け
る
憲
兵
隊
の
秩
序
維
持
に
は
限
界
が

見
ら
れ
た
。

　

第
六
章
の
主
題
は
国
境
管
理
で
あ
る
。
ピ
レ
ネ
ー
地
方
は
ス
ペ
イ
ン

と
隣
接
し
て
お
り
、
季
節
移
住
型
労
働
や
渓
谷
共
同
体
的
慣
行
が
根
付

き
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
情
報
が
国
境
を
越
え
て
活
発
に
行
き
交
う
独
自
の

地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
た
が
、
中
央
政
府
は
国
境
地
域
を
国
民
共
同
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で
あ
る
。
と
い
う
の
も
第
一
に
、
著
者
は
近
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の

社
会
・
政
治
に
関
す
る
研
究
成
果
、と
り
わ
け
他
県
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
書
き
進
め
て
お
り
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の

事
例
を
巨
視
的
な
枠
組
み
の
な
か
で
比
較
的
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
本
書
の
意
義
と
し
て
農
村
的
・
周
縁
的
性
格
を
備
え
る
「
辺
境
」

地
域
の
研
究
の
希
少
さ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
本
書

は
、
本
論
に
お
い
て
も
、
導
き
出
し
た
結
論
に
つ
い
て
も
、
単
に
オ
ー

ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
以
上
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
点
で
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
国
家
と
社
会
』
と
い
う
大
風
呂
敷
を

広
げ
た
書
名
に
偽
り
は
な
い
。
第
二
に
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
に
限

ら
ず
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
の
地
方
統
治
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
解
明
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
多
く
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
研
究
の
最
大
の
特

徴
は
、
県
を
対
象
に
し
な
が
ら
も
県
知
事
行
政
の
み
に
的
を
絞
る
こ
と

な
く
、
県
、
郡
、
小
郡
、
市
町
村
と
い
う
四
つ
の
地
方
行
政
階
層
の
す

べ
て
を
、
し
か
も
主
要
行
政
官
職
と
議
会
の
両
方
に
注
目
し
た
点
に
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
地
方
行
政
史
研
究
の
多
く
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ゴ
ド
シ
ョ

が
「
小
型
の
皇
帝
」
と
形
容
し
た
県
知
事
に
最
大
の
注
意
を
払
い
、も
っ

ぱ
ら
中
央
政
府
の
意
志
が
県
知
事
を
通
じ
て
ど
れ
ほ
ど
県
内
に
浸
透
し

た
か
を
測
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
県
知
事
行
政
を
除
け
ば
、
地
方

の
議
会
や
行
政
官
職
の
機
能
お
よ
び
実
態
は
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
市
町
村
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
少
し
ず
つ
現
れ
つ
つ
あ
る
が
ナ
ポ

レ
オ
ン
統
治
期
の
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
に
つ
い
て
は
未
だ
着
手
さ
れ

て
い
な
い
し
、
県
会
は
県
知
事
に
比
し
て
大
し
た
力
を
持
っ
て
い
な
い

と
考
え
ら
れ
、
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
両
者
の
中
間
に

も
近
い
市
町
村
長
が
民
衆
と
中
央
権
力
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
期
待
さ
れ

た
が
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の
農
村
部
の
村
長
が
農
村
共
同
体
内
部

の
秩
序
に
取
り
込
ま
れ
た
小
名
望
家
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
徴
兵
を

は
じ
め
と
す
る
重
要
事
項
が
小
郡
単
位
へ
と
移
管
さ
れ
て
い
き
、
県
名

望
家
で
あ
っ
た
小
郡
庁
所
在
地
の
市
町
村
長
に
、
小
郡
内
の
民
衆
と
中

央
権
力
を
結
び
つ
け
る
重
要
な
役
目
が
託
さ
れ
た
。
一
方
、
県
会
や
立

法
院
で
は
ま
す
ま
す
大
土
地
所
有
者
が
議
員
に
選
ば
れ
て
い
き
、
そ
の

関
心
は
地
方
利
益
に
関
す
る
問
題
に
収
斂
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
一
般

利
益
を
代
表
す
る
の
は
皇
帝
と
皇
帝
が
派
遣
す
る
県
知
事
で
あ
り
、
議

会
は
地
方
利
益
の
代
表
者
と
い
う
役
割
分
担
を
意
味
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
中
央
集
権
化
と
地
方
名
望
家
体
制
の
成
立

は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
名
望
家
体
制
の
起
源
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
。
実
に
盛
り
だ
く
さ
ん
な
ト
ピ
ッ
ク
を

含
ん
だ
著
作
で
あ
り
、
す
べ
て
を
網
羅
的
に
要
約
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

　

注
釈
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
が
、
本
書
は
国
立
文
書
館
や
県
文
書
館

に
眠
る
手
稿
史
料
を
駆
使
し
た
手
堅
い
実
証
研
究
で
あ
る
。日
本
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
地
方
史
研
究
が
こ
こ
二
十
年
の
あ
い
だ
飛
躍
的
に

発
展
し
た
の
に
対
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
統
治
期
の
地
方
史
研
究
は
ま
っ

た
く
手
が
つ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
に
と
っ

て
非
常
に
貴
重
な
一
冊
で
あ
る
。
ま
た
、
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、

単
に
「
辺
境
」
の
事
例
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
点



42

に
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
と
い
う
意
外
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
結
論
は

十
分
に
説
得
的
で
あ
る
。
た
だ
、
名
望
家
体
制
の
起
源
を
考
察
す
る
う

え
で
、
本
書
の
限
界
を
三
点
指
摘
し
て
お
こ
う
。
一
点
目
は
、
全
国
規

模
の
名
望
家
が
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
著
者

は
立
法
院
に
関
し
て
、も
っ
ぱ
ら
ム
ナ
ン
の
研
究
に
依
拠
し
て
い
る
が
、

例
え
ば
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
選
出
の
立
法
院
議
員
を
約
十
年
間
に
わ

た
っ
て
務
め
た
全
国
名
望
家
の
ド
ザ
が
同
県
の
統
治
に
い
か
な
る
影
響

を
及
ぼ
し
た
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
二
点
目
は
、
ア
ン
シ
ア
ン
・

レ
ジ
ー
ム
期
の
「
名
望
家
」
か
ら
の
連
続
な
い
し
断
絶
に
あ
ま
り
触
れ

て
い
な
い
点
で
あ
る
。
著
者
は
統
領
政
府
期
以
降
を
「
名
望
家
」、
そ

れ
以
前
を
「
社
会
的
エ
リ
ー
ト
」
と
呼
び
区
別
し
て
い
る
が
、
革
命
前

夜
に
は
、
社
団
原
理
に
基
づ
く
社
会
で
あ
り
な
が
ら
も
、
貴
族
と
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
生
活
様
式
や
価
値
観
が
同
質
化
し
て
い
き
、
彼
ら
が
名

望
家
階
層
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
も
っ
ぱ

ら
財
産
を
基
準
に
し
て
公
職
に
就
い
た
者
を
名
望
家
と
し
て
認
定
し
て

お
り
、
名
望
家
体
制

0

0

の
形
成
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
名
望
家
自
体
が
ど
の

よ
う
に
誕
生
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
。
で
は
、
名

望
家
と
い
う
集
団
は
ど
れ
ほ
ど
新
し
い
集
団
な
の
か
。
政
治
制
度
の
変

遷
や
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
県
名
望
家
が
台

頭
し
て
い
っ
た
事
実
を
実
証
的
に
提
示
す
る
う
え
で
と
て
も
有
効
だ

が
、
こ
う
し
た
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
「
ロ
ー
カ
ル
社
会
の
価

値
観
を
管
理
し
無
言
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と
り
つ
け
る
『
お
偉
方
』」

に
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
、
政
治
文
化
の
変
遷
も
ま
た
重
要
で
あ
ろ

う（
１
）。
第
三
に
、
よ
り
長
期
的
な
経
済
構
造
の
変
化
と
の
関
連
で
あ
る
。

位
置
す
る
郡
・
小
郡
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
先
行
研
究
が
な
く
、
そ
の

存
在
意
義
は
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
本
書
は
ほ
と
ん
ど
未

開
拓
の
分
野
に
取
り
組
ん
だ
著
作
な
の
で
あ
る
。

　

著
者
は
、広
範
な
対
象
を
網
羅
的
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

徴
兵
制
が
市
町
村
長
の
裁
量
か
ら
小
郡
単
位
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
外
国
人
へ
の
臨
時
許
可
証
の
発
行
権
限
が
市
町
村
長
か
ら
郡

長
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
等
々
の
意
義
を
的
確
に
示
し
た
。
ま
た
、
議
会

と
首
長
双
方
を
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
手
法
を
援
用
し
な
が
ら
徹
底
的

に
分
析
す
る
こ
と
で
、
両
者
に
期
待
さ
れ
た
役
割
の
差
異
を
明
ら
か
に

し
た
。
さ
ら
に
市
町
村
に
つ
い
て
も
、
人
口
五
千
人
以
上
の
都
市
、
小

郡
庁
所
在
地
、
そ
の
他
の
一
般
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
三
つ
に
区
分
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
の
違
い
を
見
抜
い
て
い
る
。
大
量
の
史
料
を
丁
寧
に
分
析

し
、
結
論
に
導
く
さ
ま
は
見
事
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
地
方
行
政
史
研

究
で
主
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
県
知
事
に
つ
い
て
も
、
私
た
ち
は
イ

メ
ー
ジ
を
修
正
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
中
央
集
権
の
証
左
と
し
て
し

ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
県
知
事
は
、
中
央
政
府
の
忠
実
な
代
理

人
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
の
統
治
に
あ
た
っ
て
は
か
な
り

地
方
の
事
情
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
実
態
が
、
本
研
究
に
よ
っ

て
裏
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
こ
数
十
年
に
及
ぶ
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制

の
中
央
集
権
的
性
格
を
見
直
す
動
向
の
中
で
、
制
度
的
理
念
に
留
ま
ら

な
い
実
証
的
成
果
を
あ
げ
た
点
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　

こ
れ
ま
で
名
望
家
が
優
勢
な
時
期
と
中
央
権
力
が
脆
弱
な
時
期
は
一

致
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
本
書
が
到
達
し
た
結
論
は
、
十
九
世

紀
前
半
を
特
徴
づ
け
る
名
望
家
支
配
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
中
央
集
権
時
代
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さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い（
４
）。
な
お
著
者
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
フ
ラ

ン
ス
語
で
の
出
版
を
目
指
し
て
お
り
、
南
仏
大
学
出
版
局
（Presses 

universitaires du M
idi

）
か
ら
出
版
予
定
だ
と
い
う
。
評
者
の
よ
う

な
浅
学
で
は
な
く
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
統
治
期
の
地
方
行
政
史
を
専
門
と
す

る
世
界
各
国
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
よ
り
詳
細
な
批
評
が
な
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
刀
水
書
房
、
二
〇
二
一
年
）

註（
1
）		

名
望
家
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
籍
か
ら
引
用
し
た
。
柴
田

三
千
雄
『
フ
ラ
ン
ス
史
10
講
』
岩
波
新
書
、二
〇
〇
六
年
、一
四
六
頁
。

　
（
2
）		A

ndré-Jean T
udesq, Les grands notables en France (1840-

1849). E
tude historique d

’une psychologie sociale, Bordeaux, 
D

elm
as, 1964, 2 tom

es.

　
（
3
）		

柴
田
三
千
雄
『
近
代
世
界
と
民
衆
運
動
』
岩
波
書
店
、一
九
八
三
年
。

　
（
4
）		

藤
原
翔
太
「
一
八
〇
六
年
―
革
命
の
終
わ
り
、
ま
た
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

統
治
シ
ス
テ
ム
の
転
換
」
松
浦
義
弘
／
山
﨑
耕
一
編
『
東
ア
ジ
ア
か
ら

見
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
』風
間
書
房
、二
〇
二
一
年
、一
七
三
―
一
九
三
頁
。

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
）

例
え
ば
ア
ン
ド
レ=

ジ
ャ
ン
・
テ
ュ
デ
ス
ク
は
七
月
王
政
を
名
望
家

体
制
の
典
型
と
見
做
し
な
が
ら
も
、名
望
家
の
支
配
は
十
八
世
紀
中
葉
、

と
り
わ
け
王
政
が
行
き
詰
ま
っ
た
名
士
会
議
（A

ssem
blée des 

notables
）
の
召
集
か
ら
第
三
共
和
政
初
頭
ま
で
見
ら
れ
る
と
し
、
資

本
主
義
体
制
へ
の
移
行
の
な
か
で
出
現
し
た
と
考
え
た（

２
）。
ま
た
、
柴
田

三
千
雄
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
幅
広
く
見
つ
め
つ
つ
、
世
界
体
制
と
関
連
づ

け
て
、
重
商
主
義
時
代
を
社
団
国
家
、
産
業
革
命
時
代
を
名
望
家
国
家
、

帝
国
主
義
時
代
を
国
民
国
家
と
規
定
し
た（

３
）。
著
者
は
ス
ペ
イ
ン
と
の
国

境
地
域
と
い
う
こ
と
で
国
民
国
家
の
理
論
に
触
れ
て
い
る
が
、
よ
り
長

期
的
な
経
済
構
造
の
変
化
と
い
う
枠
組
み
で
、
先
人
た
ち
の
名
望
家
を

め
ぐ
る
議
論
に
い
か
な
る
立
場
を
と
る
の
か
、
是
非
と
も
問
う
て
み
た

い
。

　

当
然
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
指
摘
が
本
書
の
価
値
を
減
じ
る
こ
と
は

ま
っ
た
く
な
い
。
行
論
の
妥
当
性
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
し
、
史
料

的
制
約
も
あ
る
だ
ろ
う
。
言
う
な
れ
ば
、
評
者
は
メ
ニ
ュ
ー
表
に
な
い

料
理
を
注
文
し
て
み
た
客
に
過
ぎ
な
い
。

　

本
書
は
手
堅
い
実
証
研
究
で
あ
り
、
地
方
の
文
書
館
に
眠
る
手
稿
文

書
を
幅
広
く
緻
密
に
読
み
込
ん
だ
、
日
本
に
お
け
る
新
し
い
世
代
の
研

究
成
果
で
あ
る
。
と
り
わ
け
本
書
の
核
心
を
な
す
前
半
部
は
、
そ
の
精

緻
さ
ゆ
え
に
一
般
の
読
者
が
一
読
し
た
だ
け
で
完
全
な
理
解
を
得
る
の

は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
著
者
は
二
〇
一
九
年
八
月
に
成
蹊
大
学
で

開
催
さ
れ
た
日
韓
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
本
書
の
要
点
を
ま

と
め
た
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
是
非
と
も
併
せ
て
そ
の
原
稿
に
目
を
通




